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ふ
ベ
き
で
あ
る
？
故
に
後
に
，日
淸
戰
役
に
際
し
、
戰
時
公
位
の 

.

' 

^

^

さ
久
る
'

と
共
に
，
!'
/

彼
ら
の
愛̂
|

心

ゼ

刺

戰

レ

、

こ

れ

ら

.

死
藏
せ
る
金
激
が
金
融
市
樣
に
現
说
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
？
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補S

許
木
の
、不
足
は
外
依

ii

依
‘つ
て
補
は
れ
獻S
の
力
如
る
が
、
、陶
內
資
本
の
埸
合
と
同
様
の
蝕
£
、
如
飞
厝
州
の
不
十
分
な
こ
と
が 

こ
^ .
か
調
達
を^
歡
1
レ
仁
し
、
3C
外
愦
亡
烟
が
思
想
も
當
時̂
-
^
勢
ヵ
尨
し
と
は
い
ひ
得
な
か‘つ
た〜

事
實
ゎ
が
國
化
米
だ
農
業
國 

,
,

の
故
を
脫
し
て
ゐ
な
か
つ
た
の
で̂
る
。
例
へ
ば
呢
治1:
'十
为
年
办
ゎ
ザ0 '
税.
收
入
を
み
で
も
、
そ
ひ
五
割
七
步
以
上
が
地
祖
で
あ
り
、
.
、 

義

に

レ

てp
r

干
八
西
萬
圓
を
古
叻
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
も
，の
は
乳
税
€11

千
六
商
萬
圆
で
办
り'
他
に
一
千
萵
圓
を
超
ぇ
る
，名
の
は

' 

、
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つ
も
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资
木
の
不
见
と
努
叙
の
低
廉
と
は
ゎ
が
國
の
-M
業
準
'命
を
當
然
遝
延
甘
し
め
ざ
る
を
得
な
か名

傲
か
に
藝
業
方
面
に
發M

.U
得 

る
报
度
で
あ
り
、
，ホ
：要
な
る
库
業
は
依
然
し
て
坐
絲
*
茶

等

で

あ

の

た

。

か
ぅ
，
レ

?:
幼

稚

な

で

は

あ

つ

た

が

、
維
新
以
来
ゎ
が
國
が 

.

向
ひ
つ
つ
あ
つ
た
労
间
は
明>
!4

资
冰
中
；義
嚴
度
の
確
立
に
あ
り
、
又
こ
れ
が
確
土
に
努
カ
し
つ
つ
あ
つ

-
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
又 

'
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ー
般
に
經
濟
界
の
倍
州
が
次
笫
に
增
大
し"
漸
く
'^
る
段
度
の
安
足
さ
を
唑
中
、る
に
至
つ
ね
こ
と
れ
レ
も
認
办
ら
れ
る
。
、如
ち
朿
^
鈒
行 

.
集
ぎ
所
の
調
难
に
係
る
東
货
府
下
同
盟
銀
行
货
付
金
の
利
息
办
雙
仳
ば
次
ぎ
の
如
く
で

‘あ
る
。

' 

.

ゾ 

.
,
西
南
の
'役
る
命
他
政
治
的
不
安
か
ふ

「

上
一
下.
は
し
て
ゐ
る
が
、
大
體
に
お
い
て
金
利
は
資
本
の
不
见
V
も
f

ず
低
下
す
る
倾
向
を 

承
し
て
ゐ
る
。
殊
に
こ
參
汴
戶
時
代
ぺ
吧
ホ
双̂
の
金
㈣
レ
比
較
す
ゑ
ゼ
次
第
に
金
融
の
合
观
的
に
な
つ
て̂た
こ
と
が
窺
は
れ
る。

’

、,

耍
ず
る/に
明
治«
政
府
の
政
治
的
安
定
と
資
本
戈
義
制
度
へ
の
順
應
と
に
依
つ
て
一
鷉
の
社
會
的
均

«
を

生

じ

つ

、
つ
あ
つ
た
の

•で
あ
る
。'

/
し

か

じ§

の
日
姆
は
定
ま
つ?:
、と
い
ふ
も
の
の' 
前
^
に
，
は

な

ほ

幾

多

の

問

題

が

あ

り

、

そ

の

资

木

办

義

北

も

前

述

し

仁

や

、
ァ
に
、
’
米

' 

>

だ
そ
の
®
緒
に
過
ぎ
す
そ
れ
だ
け
他
面
か
ら
.
み
れ
M

來
へ.
，の
希
望
は
大
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
？
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前
揭
金
利
の
表
中
、
明
治一

}十
六
，年
に
お
.い
て
特
に
著
し
い
焉
下
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
、
.，當
時
に
お
け
る
特
殊
の
全
融
事
愦
に
恶
づ
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も
の
で
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つ
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今
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淸
戦
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中
の
金
融
情
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せ
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と
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應
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變
遷
进
だ
し
和
づ
仁
皆
を
指
摘
し
て
ゐ
る？. 

'、
次
ぎ
に
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し
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れ.ら
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康
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檢
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し
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內.
€̂
.̂

而
か.
ち
觀
察
0
な
ー 

. 
>
け
，れ.
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衆
國
の
こ
の
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濟
狀
復
次
わ
が

降
に
も
影p

し
、
同
年
の
生
絲
の
賣
行
不
振
と
，な
か
、
在
絲
の
滯
荷
は
數
萬
梱
に
達

1

た
。
，
か.
ぅ
し
た
影
響
を
受
け
て
、
金
融
界
は
二
十 

五
年
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續
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の
餘
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を
續
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ざ
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を'
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な
か
つ
た
の
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.
箜
ー
に
問
題
と
な
つ
た
の
は
銀
價
格
の
下
落
マ
あ
る
。
當
時
に
お
け
る
わ
が
阈
の
货
^
度
制
は
务
義
上
金
銀
亂
木
位
制
度
で
あ
つ
た
が

編

_

銀
■

■
最

顏

歷

豪.
康

篇

^
E
^
l

l l
l

■
廳

謹

ii
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餐

驗

相■
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ぁ
^
^

金
货
は
全
然
流
通
せ
す
、.'1

圓
銀
货
を
屮
心
と
す
る
飯
貨
の
み
が
使
用
§v

れ
て
ゐ
?:
'

。
然
る
に
銀
_
格
は
次
第
に
俄
落
の
ー
途
を
观
り
ノ 

明
治
！
一
寸
：ハ
年
に
は
金
一
に
對
し
て
鈒

I 

j

十
六
•
五
と
な

つ
?:
。
實
條
上
銀
‘本
位
制
度
で
あ
る
わ
が
國
にと
つ
て
銀
價
格
ゆ
下
落
は
喩
出 

に
便
禾
な
普
で
あ
つ?:°

然
る
に
わ
が±

耍
な
る
輸
出
'先
で
ある
ア
メ
リ
、■力
合
衆
顿
に
お
け
る
臉
徵
格
の
暴
落
か
•

ら
坐
じ
た
.經
濟
的
浞
亂 

が
抑
び
わ
が
沛
埸
に
影
響
せ
ぶ
る
を
得
な
か
つ
た
の
ヤ
あ
る
。
他
方
輸
入
の
方
面
に
お
い
て
は
輸
入
品
が
商
偾
と
な
り
、
企
業
口
闲

難
を
，
 

感
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
影
§

ぁ̂

り
に
過
大
に
評
慣
す
る
こ
と
は
出
來
な
ぃ
。

'

銀
價
格
の
下
常
は
全
體
と
し
て
は

'

む
し
ろ
資
金
の
需
耍
を
增
加
し
?:
,

倾

向

が

，あ

る

。

か

つ

輸

出

を

容

易

な

ら

し

め

、

-

合
衆
國
の
恐
慌
に
も
拘
ら'す
順
潮
で
あ
り
、
殊
に
上
半
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以
上
の
對
外
的
影
響
ル
極W
で
複
雜
で
あ
り
、1

方
企
業
の
發
達
を
抑’止
ず
&

因
も
あ
り
"
■
方
こ
れ
に
反
す
る
要
因
も
含
ま
れ
て 

ゐ
る
。
こ
か
こ
と
が
叉
明
治

〖

一
十
六
年
度
の
命
融
界
を
し
て
镅
散
繁't
t
の
兩
極
端
に
變
化
せ
し
め
.
卞
所
以
で
あ
も
ぅ
。，
卽
も
上
半
期
に
お 

ぃ
，て

は

前

年

來

の

恐

慌

の

餘

波

を

受

け

て

、

.
全
般
的
i

滞
し
て
ゐ
、仁
が
、
金
利
の
低
下
は
企
業
心
を
刺
戟
し
、
幾
多
の
I
畫
は
企
て
ら

ソ
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交
換
す
る
こ•
と
を
停
止
ざ
れ
て
ゐ
た
か
ら
、
す
べ
て
現
金
と
し
て
市
場
に
出
た
こ
と

t

る
。
從
つ
て
盒
行
共
利
子
を
引
下
げ
、
贷
出 

顏

じ

淹

講

歟

仗̂

^

^
.̂
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汾
_
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で
あ
つ
?:
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市
屮
敵
疗
の
如
き
は̂

ら
に
そ
れ
を
下
廻
る
と
ぃ
ふ.狀
胳
で
あ
つ
仁
？
大
阪
手^

交
換
所
の
割
引
日
取
の
如
き.は
.ー
時
で 

は
あ
る
が
五
厘
と
い
ふ
こ
と
さ
へ
あ
つ?:
。
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か
る
®

を
以
て
下
平
湖
に
移
つ
た
、の
で
あ
か
。
幾
多
の
企
業
が
豫
て
か
ら
評
畫
さ
れ
：
む
し
ろ
資
本
を
得
.る
の
に
苦
ん
で
ゐ
た
の 

,
で
あ
る
。
金
融
の
緩
慢
が
そ
の
極
に
達
ん
、
逾
資
が
存
す
る
と
い
ふ
こ
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ど
に
な
れ
ば
、
當
撕
そ
れ
ら
の
事
業
が
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圖
せ
ら
れ
ざ
る
を
得
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道
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を
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め
、
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道
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の
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當
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ら
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融
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仁
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融
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と
金
融—

日
滞
戰
役
に
お
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£

る
金
闕
情
勢 
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戰
讲
ム
伞
,M
1
2
1淸
戰

從

に

お

ボ

次

命

敗

修

勢: 

ノ 

-.- 

-
 

r  

I

へ/--
V 
,

ィ

(

艽
->ノ
 

'  

不
況
、の| :
'̂
滯

货

ゼ
..
^
つ
f :
。
^ '
か

顧

银

金

銀

，
の

流

出

ば

當

然

惹

超

せ

ぎ

る

を

得

-^
'
い

。7/「

月

、
以

降

年

末

，ま

で

に

そ

の

額

は

六

5

ハ

十':
:
 

肩
圓
以
上
&

し
:̂
‘
か
く
し
で
利
子
は»

び
則
上
げ
ら
れ
、
金
融
於
；
^
の-
ぅ
V
に
哪
治|

「

±

ハ
，
年

を

送

つ

，
た

の

で

t
o
 

.

1
從

つ

で

.
明

治

ニ

十

■七
年
に
な
^
や
、
人
人
は
金
融
界
の
情
勢
に
對
し
て
多
少
の
不
安
を
感
じ

V

ゐ
た
や
シ
で
あ
る
。
郎
ち
こ
め
ま
ま̂: 

し
進
め
ば
金
融
繁
忙
の
度
を
超
え
、
讀
-0
期
の
到
來
す|
/
と
は
必
然'と
み
た
か
ら1

る
。
亭
M
明
治I

1

十
七
年
上
半W
の
^:
易
犬 

w

^

f

m;#

パ®

變
游
湔
年
^
•
動
嚼
次
 

膨 
s

_€;
i
.
_
s
l
_
^
®

:̂
^

-.
B

_

_

K

^

_

_

»:V
<

P

^

^

::
^

議

货

；應

凝

響

興
■

顧
■

■

>^
:

:
;u
^

g

:
^
■

(

藝

と
な
つ
た
。
そ
れ
ら
輸
入
ロ
 p

目
の
ぅ
ち
當
時
の
鐵
敗
建
說
熱
を
常
.

す
た
め
、

n

■

道
機
调
共
他
附M-
品
の
雨
年
度
上
半
期
の^

入
類
を 

比
較
表
衆
し
て̂

く
。
- 

- 

• 

-

. 

{

前
年
俊
に
比
レ
て
三
倍
以
上
の
輸
入
は
銀
價
价
下
^
を

観
#

奮

葉

、
へ

康

鐵

鐾

業
:1
齑
ま
P 
,

,

-
r 

,
.
'
A 
.r

合 . 汽 道 汽 ’ 

車 鐵 聚 ， 

汽 及 、齋
器 道 愿  

言 十 類 鋼 mi f
.メ :' •» ：•

品

目:

.ンパ. .... .へ . "

五 ， ，ニ，V… 
〇 七 九 ’®  

，六 三 - o

四 九 七 八
ノ \ 三 〇 .ニ 
三，四 九 〇 
圓 " 圓 圓 圓

明：

，治

十
-‘X - V

• 一 ‘ ， ノ'.'二“ ...

六 四 6  
〇 七 五 ’七 
四 四 ：:： 七

ニ、七 一 ご  
ニ ニ 、九 九 
ニブl m - 九 .

A ® ™ ®  w

明

治

十

七

年

、」

ぼ
.は
-'
-ー̂

.

.
:
-
.
•
:

す
'
.
1 

••,•* 

,l-
J
:
.
i
.
l
v
/
y
-
./. 

•
•..: 

:•-• 

+
r
; 

■

*、
.
.
.
.
'
.
:
.
-

.....

属p
l
i
.

お
^
ぶ
避
資
の
#
鹿
於
爽
ベ
な
か
；つ.? :
ご
•

と
.と

:

.

痛
^
政
■

お
ヵ
别
谶
含
下̂
-
れ
ね
^

^
の
^
間
に
流 

入
し
卞
こ
と
に
被
る
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
加
ふ
る

-に
®

の
坩
大
が-さ
ら
に
こ
の
禀
愦
を
援
助
し
.た
と
み
ら
れ
や
ぅ
。
明
治
ニ
十
六
年
度
朿 

:京
年
形̂

^
所
;:
0
手
—

'.
^

^

交̂
麗
筒
は
：
.

』

嘗
^
ず
八
.1 ;
萬
» 1
-
驗
:1
?
-:«
;
っ
；1

〃
說
年
海̂

_
ー
千
四
_

^

四

‘

し
か
し
手
形
交
換
所
は
明
治
十

1

?

に
大
阪.
に
A
い
て
始
め
て
詉
立
さ
れ
、
束
京
に
和
い
て
墙
治

一

不
年
末
に
間
設
さ
れt:
も
の
で
あ

.
ー
妳
さ
れ
た
の
で
あ.
ウ
て
、
大
P
で
は
末
だ
開
始
さ
れ
，て
ゐ
な
い
。
、
太
阪
で
間
始
さ
れ
た
の
は
明
治
ニ
十
九
，年
四
、月
で
あ
る
、。
を
の
交
换
高 

.
が
咐
大
し
た
と
い
つ
て
も
ノ
こ
れ
を
_

に
此
'す
れ
ば
傅
か
な
も
の
で
、あ
る
。
こ
れ
を
，日
露
戰
役
の
撕
年
、
明
治
三
十
六
年
に
お
け
る
來

ぐ
た
；ー
顏
讓
阪
兒
-/
»

1
魅

飄

、

(

奮

:,
>(

舊

ず
^

^

_

.

の
汨
交
換
所.
の
趣
換
_

過
ぎ
な
い
こ
と
が
解
るo
‘
t:
t

日
淸
戰
役
直
前
の
わ
が
經‘濟
力
が
ら
'

み
て
、
こ
や
數
字
に
多
少
の« -義
を
認
め
得
る
の
で
あ
る。

、

v 

:

玫
即
に
相
當
の
資
金
が
か
つ
た
こ
と
は
、
前
述
し
仁
死
戚
金
銀
を
別

.

と
し
て
も
考
へ
得
る
。
虮
ち
虫
絲
；
r

雜
落
寸
に
投
ぜ
ら
れ
仁
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‘资
金
は
廣
く
尺
間
に
散
布
ン
れ
ノ
地
方
人
の
手
に
は
い
つ
て
ゐ
卞
か
ら
で
あ
る
-。
そ
れ
ら
は
內
施
購
買
力
と
し
て
.潜
在
的
な
力
と
な
つ
て

- 

、

ゐ
た'o
坐
絲
\

茶

等

の

：
^

の

一

時
的
滞
货
&
^

接
に
は
そ
れ
ら
の
人
人
に
影
響
を
與
へな

か

つ?:
。
む
し
ろ
そ
‘
ふ
の
腿
買
ヵ
の
作
し

'• 

.' 
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• 
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:
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\
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•
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.
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•
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>
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.
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:
.
+ 

• 

.
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. 

- 

■
;

て
，ゐ
わ
こ
と
が
、
そ
れ
ら0
商
品
の.
_

を
救
濟
ふ
た
傾
向
さ
人
存
し
仁
の
で
あ
る
。
加
‘ふ
る
に
明
治U

十
七
年
に'な
る
と.

命衆
！
：

の 

.
丨
經
濟
#
も
漸
次
に
f

を
み
せ
、
前
年
の
滞
貨
の
生
絲
、及
び
祢
挽
絲
の
賣
却
ぎ
る
る
見
込
み
も
立
つ
て
來

?:
。
，、

,

ダ
.

ハ.へ
液#

■
 

- 
.

- 

.t-- 

: ，
r- 

- 

♦. 

• 

■

•
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' 

- 

, 

■
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I
I
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r

間
に
流
入
す̂

こ
と
に
な
つ
た
。
、
そ
れ
ら
は
多
少
と
も
金
融
を
綏
和
し
て
ゐ
た
こ
と
を
認
め
ら
れ

'

る
。
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-
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-

■

:
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'
こ
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.
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し
*

.

-

.

し
か
し
そ
れ
ら
は
一
時
的
：の
も
の
运
ぎ
ル
い
ノ
全
體
と
し
て
挪
截
な
な
企
業
に
荞
手
さ
れ
：
殊
に

©
定
資
本
を
多
额
に%
耍
と
す
る_, 

、
鐵

逍

寧

業

に

投

資

ザ

ら

る

，
る

と

す

れ

ば

金

融

の

逼

迫

を

み

る

，
こ

と

從

^
然
で
あ
る
，。
、か
つ
當
時
鐵
道
の
利
益
は
漸
く
增
大
し
、
鐵
道
株
ば 

.

騰

货

の

現

象

を

示

し

て

一

ゐ

た

。

，朋始
1
不
六
年
度
に
假
免
职
を
受
げ'? :
も
の
に
太
^
、
兒
岛
、
制
瀬
、
窗

；■道
後
、
浪
速
の
六
鐵
逍'

免
I

狀
を
得
た̂

の
に
は
佐i

r

奈
良
、
，篮

、
南
和
、I

V

太
田
、
道
後
、
南
鐵
、
衝
速
の
九
鐵
逬
が
為
る
。
明
治
二
十
七
年
度
に 

.

•

戰̂

^

命
雄—

日>
擬
役
に
ぉ
.
£
る
命
融
愤
勢
ノ
ソ

,

ぃ
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.

パ

，
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へ
戦
爭
と>

骑
役
1C

お

け
§■
金

融

情

勢■

パ

•
■
 

:

 

' 

■
 

*

;

-

,

广

『

6

 

(

六
3

 

,

ば
j

M

*

、
K '

鶴
い
紀
和
、
紀*

(

1

1

.

叶

八

キ

齊

處

と

谈

稱

)

' "

T

*

パ
一
ー
十
ス
年
成
^

^

^

稱

)

、

近

、
y

、‘
北

越

、
、
酒

田

、

高

野

、
中

國

、

初
娜
は
免
許
观
を
轉
仁
。
も
と
ょ
ヶ
こ
れ
を
そ
の
以
後
め
挪
農
に
比
較
す
れ
,
必
す
わ
-も
多
大
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
は
出
來
な
へ
が
、
こ 

れ
を
>择辟
の
金
融
界
か
ら
み
れ
ば、
.机
當
大
な
石
敗
響
あ
る%
の
と
み
な
け
れ
ば
ならない。

、

/

 

■

’

か
ぅ
ル
た
狀
態
に
あ
つ
た
た
七
に
、
金
融
の
施
迪
を
恐
れ
て
ノ
私
設
鐵
道
の
許
可

'を
制
亂
せ
.ん
と
す
る
議
論
さ
へ
出
た
の
で
あ
る
o(

自

_

*

1

綱
1

議

疆

纖

通_
.

|
薩

1 :
1

1 '
:

證

親

^

金

融

必

迫

を

救

は

ん

の

覽̂

と
題
す
る

一
 

'

文
を
公
に
し
て
ゐ
る}
。
實
、際
上S

疗
の
手
時
資
金
は
次
第
.

乏
を
告
げ
て
來
た
の
で 

_

ー
十
七
年
上
半

^

^

に
近
つ
く
に.
つ
，れ

表

面

艰

に

^

迫
の
現
象
か
な
い
に
も
狗
ら
す
、
否
^

し

ろ

税

換

卷

流

通

高

も

發

行

高

も

^

少

し 

て
ゐ
る
に4

ら
t

三
井
、
第
再
十
九
、
‘

第
ー
等
の
屈
指
の
銀
布
が
何
れ
も
金
'

利
の
5

;

上

げ

を

發

康

し

た

の

で

あ

る

、
ァ
 

以
\ K

述

；ぺ?:ゃ
ぅ'
に
日
淸
肩
役
の
惹
姐
す^

底
前
に
お.
ぃ
て
金
融
界'
は
特
、に
表
面
上
不
穩
の
情
況
は
な
か
つ
た
の
で
ぁ
る
が
、

前

々

年 

か̂

の
金
融
毅- ^

の
後
を
受
け
て
，
企
業
熱
の
勃
興
せ
，ん
と
す
る
氣
配
を
示
し
て
ゐ

t:

の
で
ぁ
る
,0

從
つ
て
諸
所* 
^

投
機
-

勺
石
句
の
^
次 

れ
つ
つ
あ
つ
た
こ
上
ば
，十
分
認
め
ら
れ
る
。
明
治
ニ
十
七
年
四
月
、十
七
日

.

§

時

事

新

報

，紙

上

ば

^

け

る「

小
投
機
を
齡
す
る
は
大
投
機
を 

1 7

ふ
に
あ
り」

と
题
す
る
論
說
中2
4

ノ
次
ぎ
の
如
き
興
味
あ
る'
1

例
を
揭
げ
て
ゐ
る
。

し
、

も

達

藤
^

^
1
:

^

^

^
1

^

證

说_

重

«

^

^

等
-:

©
:

^
^
赛_

衣
1 :
* ,
場

髮

勢

嘗

齋_

、
：
%̂ ,
襄

：| ;
::

:

_

H

領
;l
:i
:;
i

嫌
.

須
e

:;
#

I:
l

淨
1 :

待

；:11 :
於
1:
;

;»
;

1 ;
1

^

_

,t

竹

丄

て

兆.̂
亿
奋
利̂

^
せ
ん
と
す
る
も
の
-<
-過
ぎ
ず
、
屮
に
も
鐵
逍
株
の
鹭
貢
の
如
き
^
し
き
例
に
し
て
资
ホ
の
最
も
奇
な
る
も
の
と
茇
ふ
町」

、

,I
狒
込
A
株
綠
が
次
第
^

费

し

、
，
九

十

何
_
-̂
で
飛
揚
り
て
上
々
の
景
氣
な
り
し
が
、
，エ
辦
落
成
し
て
開
荣
す
る
や
否
や
俄
に
不
味
の
勢
と
爲
り
•

凡

そ

：
一
一
十

!0
!
§
後
の
下
落
を
呈
1
た
る
其
魂
膽
は
全
く
小
役
機
渚
翡
の
策
略
に
出
で
た
る
こ
と
に
し
て
"
兼
て
，ょ
り
竊
の
棵
券
の
舅
占
を
行
ひ
、
頻
り 

■;
:
®

前

途

有

寒

黑

；1

膨̂

段

を

釣

止

；げ

な

亦

馨

：

..闘

業
0
前

馨

至

が

诉#
賣

：蓉

て

ぞ

赞

會

屢

置

法

^
に
对
捨
で
' p

は
野
.ど
な
；：.

:

...
 

'れ
山
と
な
'れ
の
始
末
を'演
じ
^
る
其
後
に
遣
さ
れ
た
な
も
の
は
一
時
の
評
^
の
爲
め
に
只
譯
け
も
な
く
株
を
賈
ふ
だ
る
眞
面
行
の
新
株
主
の
み
に
し
て

:

.

.

..'
v:
..
雜

呔

暴

じ

猶f

め

餐

凇

分

明

な

_

場

當

遒

负

寒

•

,
こ
の
，種

の

投

機

が

企

業

熱

に

附

隨

し

1

坐
す
'

る
こ
と
は
先
选
諸
國’
に
奴
い
て
も
多
く
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
放
て
珍
し
い
こ
と
で 

は
な
い
が.
*

そ
れ
、ら
の
多
く
行
は
れ
る
こ
と
は
危
機
々
胎
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
風
遁
す
こ
と
は
出
，來
な
い
。
諸
銀
行
が
利
子
の 

引
上
げ
-

を
な
し
た
こ
と
はV
:

恰
も
坐
絲
取
引
に
近
づ
く
季
節
で
あ
り
、
他
方
又
朝
鮮

5

風
雲
は
漸
く
危
機
を
吿
げ
ん
と
し
て
、ゐ
わ
か
ら
で
’ 

も
あ
る
が
、
企
業
熱
れ
ら
坐
中
る
投
機
を
.

分
で
も
緩
和
す
る
，に
役
立
て
ん
と
す
る
螫
戒
氣
分
も
あ
つ
た
の
で
あ

L

、
？
。
、
か

く

し

て

金

融

'

见

は

興♦

に.
當

而

し

た

の

で

，
あ

る

。
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麻
本
靡
淸
國
に.
對
.^
%

宣

戤

を

雪̂

歷
の
'«

期
希
1

1
寒

八

：月
3
酶

の
は
す
で
に
四
月
朝
鮮
に
東
學
歡
の
亂
の
勃
興
し
た
顷
か
>̂
.で
あ
つ
た
。
し
か
し
未
だ
そ
の
頭
に
は
：
の
事
.件
が
刚
國
の
戰
爭
に
ま
で
摘 

力
す
る
か
ど
ぅ
か
と
ぃ
ふ
こ
と
は
，一

.

般

ぶ

は

考

、へ

ら

れ

て

ゐ

な

か

？

。

朝

鮮

だ

け

S

件
と
し
て
解f

 4

る
t

知
れ
な
.か
っ
た
か 

ら
"

そ

の

ゎ

が

經' ^
界

に

及

ぼ

す

影

響
も
殆
ど
な
か
つ
た
と
い
つて
ょ

，い
。
然
る
に■
六

月

に

人

る

や

、

日

本

駐

剂

淸

阈

公

使

，
は

朝

鮮

阈

？H

.'!
の
：請

ね
：
*

：
猜

國

黎

兵

ゼ

繼

较

屢

ま

t

l :
:

紐
！

^

.

來

樣%
>

,

_

伐̂

く
し
て
戰
淨
に
對
す
る
懸
念
は
漸
く̂
大
し
て
來
? :
.の
で
あ
る
。
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览
役
に
，拉
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六
5

當
時
に

お
.̂
る
H
淸
兩
W
0
國
カ
を
此
較
す
る̂

吞

こ

，の

攀

は

日

本

に

急

て

：
容

易

，
な

>̂
:

ざ
，る
も
の
で
あ
つ
た
，こ
と
を
印
り，

0 

.

少
く
と
も
裔
上
で
あ
つ
た
に
し
て
、も
アジ
I
、
第

一

の

老

大

國

だ

る

淸

國

.
を
未
だ
弱
小«

と
思
は
れ
て
ゐm

l
本
が
蠶
に
打
彼
し
得
る 

と
は.

f
考
へ
て
ゐ
な
か
つ
た
，の
で
あ
る
。
假
令
朝
鮮
そ
の
他
に
お
い
て
日
本
の
武
力
；が
腿
倒
的
に
勝
利
を
得
た
と
し
て
も
い
短

H
iJ
Q 

間
に
こ
の
;̂
^
を
降
伏
|

得
る
'
い
纟
ふ
見
通
レ
は
な
か
つ
た
ひ
て
あ
る
0-
.
ぞ

れ

だ

け

攀

に

對

t -
る
和
安
は
强
か
つ? :
と

、
次
な
け
れ 

'、
ば

な

ら

な

い
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か

、
'
フ

し
t :
戰
爭
不
タ
卞
對/̂
名
影«

は
六
^ '
頭
か
ら
隨
所
に
現
れ
始
め
て
ゐ
る
。
，
軍
事
ハ
5

@
の
1
1始
せ
ら
る
る4> 
^
^
の
下
迟
を
坐 

じ
、
览
物
の
運
輸
が
璐
滯
レ
、
，金
融
が
思
ふ
や
ぅ
に
^
來
な
ぐ
‘な
，つ
に
、
北
海
道
に
お
い
て
は
一
.
部
銀
行
が
货
此
し
を
牝
止
ん
た
た
か、.

:
^
:̂
;
獨

-{
:.-

:«.
:;
^
ボ»

'̂
柳
ル
'%
:'
>
胁
握
办
妙
 ̂

あ
：'っ.
? :
由
ぃ
！̂.
\'
':̂ -

月..
”
.

^
:7
r
¥.
®
^:
沖 
Q
J .
'
1!
が
あ 
p
、
.
 
TV. up

.,  

一

日

產

の

麗

嗜
3
ゃ
、'
潞
國
市
場
を
ぞ
の
主
要
な1

象
と
す
る
海
淹
物
、
憐

寸

等

を

蹵

：、：
醫

業

の

如
1

輸
队
杜
&
が
恐
：. 

れ4
^

業
*^
を
縮
少
す
る
:̂
至
つ
た
。
、

〕

れ
が
単
に
把
爱
に
過
ぎ
な
か
つ
た
こ
と
は
却
つ
て
淸
人
と
の
取
則
が
即
も
な
く
か
大
し
ノ
業

^
' 

の
復
だ
を
み
た
の1 :
も

解

る

。

要

す

る

、
に

攀

に

對

す

.̂
豫,

の
®
難

か

ら

坐

中

る

一

時

に

外

な

ら

な

い

。
し
か
し
か
か
る
伏
態 

-

は
そ
れ
ら
に
最
も
斂
勝
な
金
融
私
口
影®,
せ

得

な

い

。
，銀
行
業
街
は
何
れ
も
愼
逋
な
腾
度
を
採
ら
、ざ
る
を
得
な
か
.：つ
た
。
：
こ
，の
金

■  

融
界
の
態
度
を
時
事
新
，報
記
者
は
銀
行<D'
淄
$
:

義
と
題
1>
1
八
月
'五
日
の
紙
上
に
丸
ぎ
の
如
く
批
評
し
て
ゐ
る
。

:•
>

に
釙
さ
れ
は
之
を
麗
し
、
株
式
の
抵
.常
は
氣
ん
ど
-±
を
担
，絕
す
る
に
勢
ひ
火
し
て
、
典
旣
に
抵
當
と
な
り
尻
る
も
の
は
.成
べ
く
引
»|
ざ
し
ろ
'て
危
險 

を
免
か
れ
ん
と
す
る
に
汲
.々
た
る
も
の
、
如
く
フ
隨
つ
て
て
日
步
の
髙
警
は
勿
論
の
こ
と
に
-L
て
、
M

r
て
此
際
利
益
吹
ん
.ょ
り
も
寧
ろ
損
失
を
:̂ 

け
さ
ら
ん
こ
と
に
^
意
せ
り
、
斯
く
錤
行
が
引
込
思
案
を
出
し
た
る
も
.か
は
言
ふ
ま
で
も
な
く
日
淸
褂
件
め
金
融
上
那
竣
に
ま
で
影
響
を
及
文
た
べ
き

ギ
推«

す
べ
か
ら
ざ
る.
に
)1
;
(
囚
^
、
日
本
銀̂

^
如
き
も
ィ
ッ
何#
再
柳
引
を
謝
絕
す
る
に
茧
る
や1
知
る
べ
か
ら
ざ
る
ょ
り"
同
行
と
て
大
に
ァ
テ
. 

に
>̂
ら
ざ
化
ば
、
今
太^ '
行.
1-
1
亦
に
て
:̂II

ら
覺
浯
せ
ざ
る
可
ら'ざ
る
の
斯
情
な
る
を
以
て
、
倍
，こ
そ
籠
城
主
義
忆
傾
き
た
る
も
の
な
り
と
沄

.
へ
：り」 

勿

論

す

ベ

，
て

の

_

rx
が
^〕

の
/ i
度

を

採

つ? ;
ゎ

け

で

は

あ

，
る

ま

い

.
が

、

す

で

.に

手

.許

資

金

に

、
乏

し

く

な

つ

で

ゐ

t:
銀
行
が
戰
爭
の? :
及 

螫
戒
氣
^
に
な
つ
た
こ̂

は
認
め
ら
れ
る
デ
金
融
の
引
締
ゥ
は
當
紙
ー
民
市
況
も
不
況
と
な

^
、
株
式
の
加
き
も
下
落
一
方
に
傾
い
て
ゐ 

f :
0
す
で
に
株
式
の
如
き
は
ル
用
下
旬H
淸
兩
-W
の
出
，兵
、
危
機
跑
る
と
共
に
、
二
十
五
日
に
は
暴
落
を
來
だ
し
、
立
'#
を
中
止
せ'ざ
る 

を
#
味
か
つ
? :
の

で

あ

る

％

、

、そ

の

後

も

十

分

.
に
恢
復
し
'#
ざ
ぶ
狀
#
に
‘あ
，
つ̂:
。
、
 

：
、’
，
、
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し
か
し
か
；
^
る
狀
能11
:
,
»印
，に
腺
る
衝
擊
ど
不
贫
と
か
ら
坐
じ

?:
吖
の
に.過
ぎ
1>
广
や
が
て
戰
時
經
濟
の
向
ふ
逝
辟
が
は
つ
き
り
す

4 

と
:|
1
:ハ
に、
-f 

3れ
|に
郎
應
す
る'態
勢
が
採
ら
れ
る,0
が
帶
通
で
あ'る
。
®'
爭
に
必.要
な
產
業
の
繁
榮
七
軍^費
等
?:
乂
出
に
據
る̂
亂
貨
W, 

，.の
揿
大
と
が
前
，述
の
如
く
牌
謂
膨
夢
景
氣
ゼ
坐
み

.出さざ
るい

!°
夂
で
に
篇“
间
が
軍
事'/
%ム
锻
一
ニ
千
萬
圓
を
五
分
利
附
^

^

す
' 

る
こ
と
が
發
表
さ
れ̂
や
'、
金
融̂,
は

安

记

し'，
名 
1
交
換
所
日
步
の’如
き
1 '
1,,ー
錢
 

一
ニ
蕾
か
ら
ー
ー
錢
八
厘

^
引
下
ガ
良
れ
た
の
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あ
る
.
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碧
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1
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薩
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遺

蕃

屢

簾

;̂
^

漸
次
高
騰
ず
る
に
蒼
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
戰
维
の
終
結
.^
未
だ
豫
测
し,#
ず
、
九
.̂

十
七
日
黄
海^
海
戰
て
淸_

の
'
北

符

艦

隊

を

潰 

減

，さ

サ?:
が

雞

攻

飞§

諮

，る

旅

順

ポ

未

だ

馅

淡

50
な
か
つ
七
前^
期
に
お
い
て
は
骅
し
い«
を
の5

而
耍
は
起
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。 

\
し

か

も

域

間

へ

，の

资

金

の

流

出

は

顯

菩

で

あ

る
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-
中
'央
金
庫
保
有
高
の
減
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は
次
ぎ'0
如
く
で
あ
る。
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富
^

人
等
の
ね
め
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で
外
阈
に
派
出
し
た
も
の
で
比
涑
る
が
^
殘
り
灯
大
都
分
は
妈
如
に
流
出
し
た
も
の
ど
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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税
換
券
の
發
行
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流
通
高
も
左
表
の
如
く
少
.し
ぐ
增
‘：K
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る
。
.

^

 

' 

. 

，

ノ
\
 

,

、
、

•  

.■
■..- - 

.» .... 

• • < - . 

.. , 
••.
，く...--
'....  .  
•:. ...  

/■: . . ...... , •.-
•... . 
■
 V...  .

.
.

.

• . .
! 

’•. 
‘
 .  

.:• • 

• . ... 

プ

,
，
リ
腾
讲
と
僉
撤

—

旧

淸

戰

役

^

ぉ

け

名

命

融

怖

勢

、

‘，

ハ
-
:
' 

マ

ス

：

.

I

a
C

B

へ

i " .  
斤、

パ
ぃ)w*

•’:フ;:

ぐ V

<1，

外
^

^

^

^

^

聚
^
^
^
^
^
！

^̂̂̂̂̂
t
r

慰

襲
^

^

^

顧
#
^
:
^
^

紫
^

^

嚴
變i

f

)

i
れ̂20̂

 
磐

^



鞔
m

, k

M

B

滞
、戦
役
に
.如
け

、金
'融
恃
勢

バ
~ -
;
M
:
l

〗

i
-h
a

a

^

r

^
« -
s

l
1v
:
;ii

美 

_
議

漏

‘」

；
^

^

M

i

s

I

、六
月
十 

一b
i
—

六

月

十

六

日.

■•
:';--
ソヘリー.
顆
遍

 
3
^
^
-*
l:

m
m:
s
 ̂

:
'
:
' 
:

逍̂

さ
'
|
-̂0
:
:̂
贫
'1
,
-1
.

(

1:
き

ー

.
； 

)

：̂

# :
^
薦

：
ー
；
既
-
形̂

贫

努

七'
.
.
^

I.:  

■

■一* '
:_

■

)

■
!
職

.飯
一
.、

I
議
W
靈

八

業

"

^

繼

顏

ザ

繼

ー
 

■
:n^

肇

(

；_

_
: i
;
J
:
_
^
p
^

^
:獲

^ -〕

琢

^
"
外̂
«

ー2
四
-;
:1'
#:
シ 

...
^
Â{
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